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R５．９ 改訂版 

札幌市生涯学習センター 事業課

 

ご近所先生企画講座のスタートが近づいてきました！ 

「学び合い」をコンセプトにしたこの講座では、 

実際の講座運営に、どんな心構えが必要でしょうか？ 

 

また、「教えること」以外に、必要なものは何でしょうか？ 

 

講座の開始から修了までは、どのような流れなのでしょうか？ 

 

皆さまの講座が、多くの受講者に喜んでいただき、 

実り多き素晴らしい講座となるよう、このハンドブックが応援します！ 
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Ⅰ 講座当日を迎える前に             

【１】講座セットについて  

講座セットは、講座に必要なものが入った桃色のフ

ァイルです。 

通称、“ピンクファイル”とも呼んでいます。 

春期・秋期講座の方には研修会で、夏期・冬期講座

の方にはオリエンテーションもしくは講座初回でお

渡しします。 

 

このファイルは、ご近所先生であることの“証”とな

りますので、講座には必ずご持参ください。 

講座セット一式は、講座終了まで講師に保管していただきます。 

 

講座セットの中身 

講座企画書 

皆さまの講座企画書が入っています。 

鍵を受け取る際には、この企画書を提示します。 

受講者にも事前に送付されています。 

資料入れ 

（透明ファイル） 

講座で配布した資料を１部ずつ入れてください。 

その際、何回目で配布した資料かわかるように記載して

おいてください。終了後に事務局で資料を保管します。 

受講者アンケート 
最終回に受講者に配布・回収するアンケート用紙です。 

裏紙を使用している場合もあります。 

講座実施報告書 

（GoogleForms 入力） 

講師が毎回講座の実施状況を記入するものです。 

GoogleForms に記入します。（手書きも可） 

各実施会場の公式な報告書となり、札幌市教育委員会へ

の報告書の基礎資料となります。 

学習記録手帳とスタンプ 
講座修了の証として受講者にプレゼントする手帳と、 

手帳に押すスタンプが入っています。 
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●オリエンテーションの出席率は、おおむね５～９割です 

●講座が始まる前に受講者のニーズや本音を知る機会です。講師と受講者

が一体となって“学び合う”講座を作り上げるという意識が芽生えるよ

う、オリエンテーションの時間を有効活用しましょう。 

●講師と受講者の初対面の場は、お互いに緊張します。居心地がよく過ご

せる工夫を考えてみてください。 

●机の配置、椅子の並べ方、資料を用意するかどうか･･･など、アイディア

次第でオリエンテーションの雰囲気と意味合いは大きく変わります。 

【２】オリエンテーション 

ご近所先生企画講座では、受講者に「学び合い」の講座理念を伝え、全員が“学

びの場”の一員であることを意識していただき、講師と受講者の一体感を作り出

すことを目的に、講座が始まる前の週に１時間程度で『オリエンテーション』を

実施しています。 

なお、過去に講座の開講経験がある講師は、オリエンテーションをするかしな

いかを事前に選択できます。しない場合は、講座初回の冒頭で事務局から１０分

程度で説明があります。 

 

 

 

 

①事務局からの説明（10 分程度） 

・「ご近所先生通信」を配布し、講座理念や注意事項を説明します 

 

②講師からの説明（45 分程度） 

・次ページを参考に、講師が自由に進行 

 

③質疑応答（５分程度） 

  ・受講者からの質問に答えます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

POINT 

オリエンテーションのおおまかな流れ 
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＜参考＞ご近所先生通信について 

 

この「ご近所先生通信」は、オリエンテーション（実施しない場合は講座初回）

に職員が人数分印刷してお持ちし、配布します。 
職員から説明することは、以下の各点です。 

 

１ ご近所先生企画講座について 

●講師自身が企画・運営する講座であること 

●誰でも講師にチャレンジできる講座であること 

●“学び合い”を理念とした講座であること 

 

２ 受講に関する注意事項 

●開場時間は 30 分前、講座時間は片づけを含めて 2 時間であること 

●欠席の電話連絡は不要であること 

●欠席した際の配布物は、次回の講座で、または講座終了後はちえりあで渡すこと 

●さっぽろ市民カレッジの「学習手帳」について 

●講座の見学や付き添いはできないこと 

●事務局が講座資料として写真撮影をすることがあること 

●受講者が写真を撮る際には、事前に講師の許可が必要であること 

 

３ サークル化について 

●サークルの作りかたの例 

●講座やサークル化に関する問い合わせ先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見本 
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＜参考＞オリエンテーション進行例 

 

オリエンテーションでは事務局からの説明に続き、講師から講座内容などを

自由に説明していただきます。 

説明の順序や説明内容はまったく自由で、以下はあくまで「例」です。 

ご自身の講座に合わせてアレンジしてください。 

 

１ 講師の自己紹介 

①この分野で活動している理由（講師に応募した動機） 

②この分野の魅力 

③この講座で何を伝えたいか（受講者に何を学んでもらいたいか） 

   

２ 講座の紹介 

①日時と使用する部屋の確認  ②必要な持ち物の確認 

③材料費（費用）とその内訳  ④各回の講座の内容と講座の進め方 

⑤講座終了までの目標 

 

３ 質疑応答 

 

４ 受講者の自己紹介 

①お名前と居住区  ②この分野の経験  ③申し込みのきっかけ  

④何を学びたいか  ⑤この講座に期待すること など 

 

※話すのが苦手な方もいるため、講師がリードすることが重要です。 

受講者が答えやすいよう、話のルールを決めるとよいでしょう。 

     

５ まとめ（５分） 

①再度、持ち物、質問がないかどうかなどの確認 

 

 

 

講座の受講者数は開講日の直前まで増える（減る）可能性があります。教材や

名札を準備する前などに、必要に応じて随時お問い合わせいただき、各自、受講

者数を把握してください。 

受講者数・男女比・年齢層などを知りたい場合は、講座のおよそ１か月前から

お知らせできますので、事務局にお電話ください。どの職員でも対応します。 

POINT 
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＜参考＞印刷物の作成について 

 

ご近所先生企画講座は、気軽に受講していただくことを目的としていますの

で、資料代（プリント代）の上限を 300 円以内に制限しています。 

主に文字だけの白黒プリントを多量に印刷したい場合は、ちえりあの「印刷編

集室」で安く印刷できますのでご利用ください。 

ただし、画質が粗めのため、写真を多用しているプリントはお薦めしません。 

講座会場がちえりあ以外の方も、ちえりあへの来館時にご利用いただけます。 

 

ちえりあでご利用になれる印刷機・コピー機 

印刷編集室（２階） 

受け付け：２階センター事務室で受け付け 

費  用：製版代 １原稿ごと 50 円 ＋ 

インク代 25 枚ごと 10 円（端数切り上げ） 

     ※失敗した製版、プリントも計算されます。 

     ※白黒印刷のみ。画質は粗めです。 

そ の 他：コピー用紙は持ち込みが必要 

カラーコピー機（２階） 

受け付け：不要。２階交流学習コーナーに常時設置。 

費  用：白黒１枚１０円、カラー１枚５０円 

そ の 他：紙は備え付けがある。 

Ａ３サイズとＡ４サイズのみ。 

ＵＳＢプリントなどは非対応。 
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Ⅱ 講座当日                  

【１】来館～教室準備 

教室の鍵は、各館の事務室で講座開始の１時間前からお渡しできます。 

鍵を受け取る際は、講座セットに入っている「企画書」を提示します。 

施設担当が企画書を確認して、記載されている部屋の鍵や物品をお渡ししま

すので、講座セットは毎回忘れずにお持ちください。 

※ ただし、まだ講座セットを受け取っていない場合は不要です。 

 

また、受講者には講座開始の３０分前からの入室を案内しています。 

遅くとも３０分前には必ず会場に到着し、部屋を開場してください。 

 

講師の鍵の受取時間と必須来館時間 

午前の講座 

（10:00～12:00） 

鍵の受渡し可能時間 → ９：００から 

講師の必須来館時間 → ９：３０まで 

午後の講座 

（14:00～16:00） 

鍵の受渡し可能時間 → １３：００から 

講師の必須来館時間 → １３：３０まで 

夜間の講座 

（18:45～20:45） 

鍵の受渡し可能時間 → １７：４５から 

講師の必須来館時間 → １８：１５まで 

 

 

■鍵や物品の受け取り場所 

 

●ちえりあ会場の方→ ２階センター事務室 

 

 

●その他の会場の方→ 各館の事務室 

 

（ちえりあ２階 センター事務室） 

  

機材操作に関する相談なども、上記の窓口にお問い合わせください。 
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【２】教室の使用に関する注意事項 

教室には、それぞれの使い方があります。 

以下に主な注意事項を載せます。実際は各会場のルールに従ってください。 

また、使用後は、教室の机や椅子を元の状態にお戻し願います。 

  

 

 

 

 

①教室内に掲示物を貼る際は、ホワイトボードにマグネットで貼ってください。 

壁などにテープや画鋲で貼ると、傷んだり跡が残りますのでご遠慮ください。 

 

②教室の備え付け物品や壁等を破損した場合には、事務室に届け出てください。 

和室は障子や畳などを傷つけないよう、特にご注意ください。 

 

③室温の調整は、部屋ごとにできる場合と、事務室で集中管理している場合があ

ります。各会場の職員にお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

 

教室使用上の注意 
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教室の設営や片付けは、講師の責任のもと、受講者の方々にご協力いただ

きましょう。受講者と一緒に行うことで、手早く終えることができるだけで

なく、一つの講座を共にする、講師と受講者の“一体感”が生まれます。 

ぜひ、このような「学びの場」づくりを実践してみてください。 

＜参考＞教室のレイアウト 

教室の椅子や机をどう配置するかは、講座の雰囲気を作る重要な要素です。 

どのようなレイアウトが合っているか、事前に考えておきましょう。 

 
スクール形式 グループ形式 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

椅子だけ 
 

机も椅子も使用しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

POINT 
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【３】開場・受け付け 

必ず、講座開始の３０分前に開場し、受付をはじめてください。 

 

出席簿は、オリエンテーションまたは講座の初回に当センター職員からお渡

しします。この出席簿を使って出席をとってください。講師が名前を読み上げて

も良いですし、受講者各自が出席簿にマルを付ける方法でも構いません。 

この出席簿は、講座セットに入れて、講座終了まで大切に管理してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まれに出席簿に名前のない方が来場する場合があります。 

その場合は、申し込みやお支払いを済ませていない可能性があります。 

 

 ちえりあ会場の方は、１階メディアプラザ（事務局）にご連絡ください。 

ちえりあ以外の会場の方は、来場した方のお名前をお聞きになり、事務局に

電話連絡をお願いします。（事務局電話番号 ０１１－６７１－２３１１） 

 

 

■受講者の家族や友人の、教室内での見学や付き添いも認めていません。 

教室には、受講料を支払った受講者と講師のみが入ることができます。 

ただし、受講枠にまだ空きがあり、講師が認めれば、講座途中から受講いただ

くことは可能です。その場合でも受講料や教材費の割引はありません。 

 

■一般の方の見学は禁止ですが、講師は、研修の一環としてほかのご近所先生企

画講座の見学ができます（同期の講座に限り、３講座・各１回まで）。 

希望日の１週間前までに事務局にご連絡ください。 

研修の一環ですので、謙虚な姿勢でご見学ください。 

POINT 
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【４】教材費の徴収 

教材費が必要な講座は、講座の１回目に、全５回分の教材費を徴収します。 

※オリエンテーションでは教材費を徴収しないようにしてください。 

※初回を欠席された受講者からは、2 回目以降で徴収をお願いします。 

 

教材費を支払った方には、様式は問いませんので、領収書をお渡しください。 

金額が細かい場合は、おつりの用意も忘れずにしましょう。 

 

 

領収書（書式例） 

 

領収書 

  宮の沢 花子 様   

\ １，１００－  
但：202●年度さっぽろ市民カレッジ「〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」講座 

（〇〇月〇〇日～〇〇月〇〇日開催材料費として） 

上記、正に領収いたしました。 

    

 

 

 

■一度徴収した教材費は、「欠席」や「途中キャンセル」等の場合でも返金で

きません。受講者から返金を求められた場合には、『教材の購入後であるた

め返金できない』旨を伝え、代わりに教材をお渡しください。 

 

■教材費に付随する領収書や材料の仕入れに関する書類等は、事務局にご提

出いただく必要はありません。ただし、書類等は受講者との無用なトラブル

を避けるため、講座終了時まで保管ください。 

 

■受講者がキャンセルや欠席などにより講座に参加されない場合も、事務局 

では教材費の補填はできかねますのでご了承ください。 

  

■インボイス制度対応の領収書は、これまでと記載事項が変わりますので各自

ご確認の上、必ず領収書を発行して対応するようにしてください。 

内訳   
税率 10％ 8％ 
金額（税込み） 1,100 円  
消費税等 100 円  

２０２●年●●月●●日 
○○ ○○○   印                         

登録番号 ■◆◆□□□★ 

講
師
名
と
印
鑑 

領収日 

登
録
番
号
が
な
い
場
合
は
削
除 
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【５】講座の実施 

定刻になったら、下記の点にご注意のうえ、講座を開始してください。 

オリエンテーション（初回）と最終回は、事務局の職員が１名お伺いします。

（ただし、最後までは同席できないこともございます） 

その他の回は、基本的には事務局の職員はお伺いしません。講座の準備から終

了まで、すべて講師にお任せいたします。 

 

講座中の注意事項 

休 憩 

2 時間講座の中で、5～10 分程度の休憩を入れてください。

特に体を動かす講座では、受講者の年齢や体力に合わせて適

時休憩を入れてください。 

体調を崩す人が 

いた場合 

必要なら救急車を手配のうえ、各センターの事務所にご連絡

ください。 

香りの使用 

香りが出る（アロマ、調理など）ことが前提の講座には、香

りの使用が可能な教室が割り当てられています。 

それ以外の講座で香りを使用したい場合には、事前に事務局

にお問い合わせください。 

 

以下は禁止事項です。 

 

講座中の禁止事項 

教材費の追加徴収 
企画書に掲載している教材費より高額を徴収することは

できません。 

販売行為 

講座内での販売行為は一切できません。 

受講者からの求めに応じて教材等を追加販売する場合

は、講座時間外かつ会場外で行ってください（事務局は不

関与） 

強引な勧誘行為 

講師自身のサークルや教室等へ強引に勧誘する行為は禁

止です。ただし、単に教室のお知らせや告知をしたり、受

講者からの求めに応じて講師の情報を伝えたり、連絡を

取り合うことは構いません。 
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【６】教室の片付け・鍵の返却・駐車場 

終了時刻の５～１０分前になったら講座を終了し、教室を原状復帰しながら、

忘れ物や備品の破損等がないかご確認ください。忘れ物や破損があれば、鍵の返

却と一緒に各施設窓口までお届けください。 

施設によっては、当日の利用人数などのアンケートがある場合があります。鍵

の返却と一緒に窓口にご提出ください。 

 

なお、スペースの都合上、各会場では、講座で使う物品等をお預かりすること

はできません。ご理解とご協力をお願いします。 

 

鍵や貸出物品の返却時間 

午前の講座 

（10:00～12:00） 

鍵や物品の返却時間 → １２：０５ 
※すぐに教室の清掃に入るため、講座終了後はでき

るだけ早く鍵の返却をお願いします 

午後の講座 

（14:00～16:00） 
鍵や物品の返却時間 → １６：１０ 

夜間の講座 

（18:45～20:45） 
鍵や物品の返却時間 → ２０：５５ 

 

■駐車場について 

駐車場を持たない会場を除き、講師は１台分無料で駐車場を利用できます。 

 

●ちえりあ会場の講師は、隣の西友の立体駐車場に駐車し、駐車券を鍵の受渡し

の際に（講座セットに入っている「企画書」を提示して※７頁参照）窓口でご

提示ください。午前の講座の方は４時間、午後・夜間の講座の方は 5 時間ま

で無料となります。（研修・面談・下見等は対象外です） 

 

●区民センター等の連携会場の講師も、各施設の駐車場を無料でご利用いただ

けます。詳しくは各センターにお尋ねください。 

 

●受講者の駐車場の利用は、施設により異なります。開講前にご確認ください。 

ちえりあでは、隣の西友の立体駐車場に駐車し、ちえりあ館内の出入口の認証

機に駐車券を通すことで２時間まで無料、それ以降は 30 分 100 円です。 
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Ⅲ 最終回・報告面談               

【１】手帳の配布と単位認定 
 

講座最終日には、受講者に修了証として「さっぽろ市民カレッジ学習記録手帳」

（Sa:手帳）をプレゼントします。 

この手帳は、さっぽろ市民カレッジの講座を修了するたびにスタンプを押し、

学習の記録を付ける手帳です。大学になぞらえて「単位認定」と呼んでいます。 

講座セットの中に入っているスタンプを用いて、最終日には以下の通り「単位

認定作業」をお願いします。 

 

最終回の単位認定手順（学習手帳のプレゼント） 

手

順

１ 

対象者の確認 
４回以上出席した受講者を確認する 
※すでに手帳を持っている人もいます 

※要らないと言う人には渡さなくて構いません 

手

順

２ 

スタンプを押す 
手帳の「単位認定欄」にスタンプを５つ押し、 

５つ目の枠に最終回の日付を書き入れる 

手

順

３ 

出席簿に 

チェックする 

スタンプを押した受講者については、 

出席簿の「修了印」欄にチェックを入れる 

 

■４回出席でも５回出席でも、押すスタンプの数は 

『５つ』です。出席回数３回以下の人は押せません。 

 

■最終回の欠席が分かっている方は、 

４回目の講座で単位認定しても構いません。 

※この場合もスタンプは『５つ』です。 

枠に記入する日付は最終日（５回目）の日付です。 

 

■残った手帳は、次回また使用できるよう、 

何も書かず、スタンプも押さず、ご返却ください。 

 

■最終回を欠席した人や、手帳を忘れた人には、 

後日、ちえりあ事業課で単位認定します。 
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＜参考＞単位認定のしかた（図解） 
 

 

＜手順１＞対象者の確認 

 右の出席簿では、 

全５回出席の安藤さん、 

４回出席の伊藤さんと、 

同じく４回の佐藤さんが 

対象者。ほかは３回以下 

なので対象外。 

 

 

 

 

＜手順２＞スタンプを押す 

 手帳の「単位認定欄」にスタンプを 

５つ押し、５つ目の枠に日付を記入。 

 

 

 

手帳のまん中あたり 

のページにあります 

 
 
 
 
 
＜手順３＞出席簿にチェック 

 単位認定をした人は、 

出席簿の「修了印」欄にも 

印を付ける。 

右の出席簿では、安藤さん 

と伊藤さんに単位認定した。 

 

※対象者ではあったが認定しな 

かった場合は空欄（佐藤さん） 

‘20.6.12 
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【２】受講者アンケート 
 

最終回には、受講者にアンケートを取ってください。 

アンケート用紙は「講座セット」に入っています。 

受講者に記入してもらったあと、講師が回収してください。 

回収後はご覧になり、報告書を記入する際の参考になさってください。 

 

 

【３】報告書の提出・報告面談 

 

原則、最終日の講座終了後に、30 分程度で講座の実施状況をご報告いただく

「報告面談」を行います（※）。 

それまでに、GoogleForms の報告書様式に４回目までの内容を入力してくだ

さい（印刷は事務局で行います）。また５回目終了後の３日以内に全て入力を完

了してください。手書きの方は講座セットに入っている「報告書」（片面）にご

記入ください。 

お渡ししている講座セット一式は、報告面談の際にご返却いただきます。 

 

最終日の作業一覧 

単位認定 
対象となる受講者に、手帳を配布し、 

スタンプを押して単位認定します。 

アンケート 受講者にアンケートを記入してもらいます。 

報告書の提出・報告面談 

（※） 

講座終了後に報告面談をおこないます。 

それまでに「報告書」に入力・記入をしてく

ださい。 

講座セットの返却 

講座で配布した資料を、どの回で配布したも

のかがわかるようにして、１部ずつ入れてく

ださい。 

※最終日の講座終了後に面談時間がとれない場合は、後日お時間をいただいて

お話しします。その場合の日程は職員と個別に相談いたします。 
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＜参考＞講座終了後のサークル化について 

 

「講座終了後も学び続けたい」という声が受講者から出ることがあります。 

この場合、受講者が中心となってサークルを作る方法をお勧めしています。 

サークルは、あくまで講師と受講者の自主的な活動となります。講師ご自身に

無理がかからないよう、よくご検討の上、進めてください。 

 

一般的なサークルの作りかた 

１ 連絡先の交換 
講座の最終回までに、学習を継続したい人の連絡先を集約しま

す。※最初は講師が主導してもよいかもしれません。 

２ 
一度集まって 

話し合う 

カフェなどで集まり、部屋の予約係、会費徴収係、連絡係など

の分担を決めます。 

講師謝金や会場費などを考慮して、会費額も決めます。 

３ 教室の予約 
教室となる会場を予約し、料金を支払います。 

※先払いの施設が多いので注意が必要です。 

 

 

■サークル化の注意事項 
 

●講座とは異なり、貸室や貸し出し物件はすべて有料となります。 

一般の貸室利用の場合と同様、部屋料金、プロジェクター等の貸出物品料金、コンセ

ント使用時の電気料金などがかかります。優遇や割引等はありません。 

 

●図書館は貸室を行っていません。他施設を活用してのサークル化をご検討ください。 

 

●講座ではお貸ししていた物品でも、サークルには貸し出せないものもあります。 

 ちえりあ会場の場合は、CD ラジカセ・譜面台・移動式姿見などがこれに当たります。 

こちらも一般利用と同じルールになりますので、事前に各施設にご確認ください。 

 

●サークル化にあたり、講座を休んだ受講者への連絡などは、事務局では承ることがで

きません。（個人情報の利用権限を逸脱してしまうため） 

 

●サークルの運営は、受講者が主体となって行うことをお勧めします。講師は、受講者

の自主性を引き出すよう支援してください。 
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連絡先・会場一覧 【事務局：生涯学習センター事業課 011-671-2311】 

講座会場名 住所 電話 公共交通手段 

ちえりあ 西）宮の沢1-1 011-671-2311 地下鉄東西線「宮の沢」駅より徒歩5分 

中央区民センター 中）南2西10 011-271-1100 地下鉄東西線「西11丁目」駅より徒歩4分 

北区民センター 北）北25西6 011-757-3511 地下鉄南北線「北24条」駅より徒歩7分 

東区民センター 東）北11東7 011-742-5500 地下鉄東豊線「東区役所前」駅より徒歩2分 

東区民センター 別館 東）北10東7 011-742-5500 同徒歩4分（村川ビル） 

白石区民センター 白）南郷通1 011-861-3100 地下鉄東西線「白石」駅6番出口直結 

厚別区民センター 厚）厚別中央1-5 011-894-1581 地下鉄東西線「新さっぽろ」駅、ＪＲ「新札幌」駅より徒歩3分 

豊平区民センター 豊）平岸6-10 011-812-7181 中央バス「豊平区役所」より徒歩2分 

清田区民センター 清）清田1-2 011-883-2050 中央バス「清田小学校」より徒歩6分 

南区民センター 南）真駒内幸町2 011-584-2100 地下鉄南北線「真駒内」駅より徒歩7分 

西区民センター 西）琴似2-7 011-641-4790 地下鉄東西線「琴似」駅より徒歩4分 

手稲区民センター 手）前田1-11 011-681-5121 ＪＲ「手稲」駅北口より徒歩5分 

札幌市資料館 中）大通西13 011-251-0731 地下鉄東西線「西11丁目」駅より徒歩5分 

藤野地区センター 南）藤野2-7 011-592-2002 じょうてつバス「十五島公園」または「藤野3-8」より徒歩5分 

西岡福住地区センター 豊）西岡4-9 011-852-4687 中央バス「西岡3条8丁目」より徒歩2分 

東月寒地区センター 豊）月寒東3-18 011-853-2011 中央バス「東月寒まちづくりセンター前」より徒歩1分 

白石東地区センター 白）本通16南4 011-866-3000 地下鉄東西線「南郷18丁目」駅より徒歩10分 

中央図書館 中）南22西13 011-512-7320 市電「中央図書館前」下車すぐ 

新琴似図書館 北）新琴似7-4 011-764-1901 地下鉄南北線「麻生」駅より徒歩10分 

元町図書館 東）北30東16 011-784-0841 地下鉄東豊線「新道東」駅より徒歩10分 

東札幌図書館 白）東札幌4-4 011-824-2801 地下鉄東西線「東札幌」駅より徒歩8分 

厚別図書館 厚）厚別中央1-5 011-894-1590 地下鉄東西線「新さっぽろ」駅、ＪＲ「新札幌」駅より徒歩3分 

西岡図書館 豊）西岡3-6 011-852-8111 中央バス「西岡3-5」より徒歩２分 

清田図書館 清）平岡1-1 011-889-2484 中央バス「清田区役所」より徒歩１分 

澄川図書館 南）澄川4-4 011-822-3730 地下鉄南北線「澄川」駅 東出口より徒歩10分 

山の手図書館 西）山の手4-2 011-644-6822 JRバス・中央バス「西区役所前」より徒歩5分 

曙図書館 手）曙2-1 011-685-4946 JRバス「手稲区体育館」より徒歩１分 

 教室の下見を希望される方は、直接各会場にご連絡の上、日程を調整してください。 
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 項 目 日にち・時間 

1 会場  

2 教室名  

3 オリエンテーション 月   日 

4 講座初回 月   日 

5 
教材費 ／ 徴収日 

※領収書の準備が必要 
円 ／   月  日 

6 鍵の受け取り ：    以降 

7 会場準備 ：   ～   ： 

8 開場（受付開始） ： 

9 講座時間 ：   ～   ： 

10 鍵の返却 ：    まで 

11 講座最終日（報告面談） 月   日 

ご自身の担当講座について記入しましょう 

あなたの講座の早見表 


